
（別記） 

令和６年度西米良村地域農業再生協議会水田収益力強化ビジョン 

 

１ 地域の作物作付の現状、地域が抱える課題  

全国的な人口減少による生活、経済、地域コミュニティの維持など様々な問題が提起さ

れる中、本村においても同様の状況にあり、農業においても生産者の高齢化や後継者不足

等に伴う遊休農地・耕作放棄地の増加が課題となっている。 

本村は、水田面積 41.2haのうち作付面積は 19.8haで、主食用米の割合が 48%を占め、

残りは野菜、花き（ほおずき）、果樹（ゆず）の生産が主なものである。その他作付けさ

れていない水田は、ほとんどが自己保全管理となっている。 

農家の高齢化や鳥獣による多大な被害等により、自己保全管理となっている水田がその

まま荒廃しないよう、鳥獣害対策を講じながら今後の活用方法について考えていく必要が

ある。人と農地の問題を一体的に解決していくとともに、地域の需要がある作物の作付け

を推進することにより不作付地の解消及び農業所得の向上に努める。 

 

２ 高収益作物の導入や転作作物等の付加価値の向上等による収益力 
強化に向けた産地としての取組方針・目標 

共通取組方針：活力ある西米良村を維持していくため、目標人口を「1,000人」と定

め、各人口問題対策に取り組む必要があるが、農業生産においても本村の農業生産環境を

踏まえ、循環型、有機栽培等の自然環境に配慮した農業生産体制の可能性について、今年

度も引き続き調査・検討を進めることとしており、本村の特性を生かした農の魅力発信を

図ることを目的としている。 

→ ゆず生産・加工・販売をベースとした６次化産業化や糸巻大根、イセイモ等の伝統

野菜（地域ブランド）による一体的な地域産品の生産・産地維持とともに販売戦略

を主としながら、ふるさと納税制度や輸出等を推進し、地域内経済の好循環を生み

出し、雇用基盤や算定した所得の確保等を図る。 

  

３ 畑地化を含めた水田の有効利用に向けた産地としての取組方針・目標  

共通取組方針：活力ある西米良村を維持していくため、目標人口を「1,000人」と定

め、各人口問題対策に取り組む必要があるが、農業生産においても本村の農業生産環境を

踏まえ、循環型、有機栽培等の自然環境に配慮した農業生産体制の可能性について、今年

度も引き続き調査・検討を進めることとしており、本村の特性を生かした農の魅力発信を

図ることを目的としている。 

 → 遊休化している農地（水田）を集約し、モデル的に省力化・効率化園地として畑地

化等への検討を行い、「西米良ならではの農業生産構想」を実践する生産団地として

の再生について調査・研究を進める。※集約・基盤整備をした園地をモデル園地と

して、移住希望者やＵ・Ｉターン者へ貸出し、体験滞在等により本村での生活をイ

メージ化。 

地域におけるブロックローテーション体系の構築について、生産者等に制度の見直しに 

ついて周知するとともに令和 8年度までに検討を行う。 

 

 

 

 



４ 作物ごとの取組方針等  

村内の、約 41.2haの水田について、適地適作を基本として、産地交付金を有効に活用

しながら、不作付地の解消及び作物生産の維持・拡大を図ることとする。 

（１）主食用米 

主食用水稲については、水稲の栽培単位面積が小さく、自家消費用の農家が中心である

ことから、主食用水稲での産地化は難しいが、需要に応じた生産を行うため、今後も農家

に協力を求めていく。農協から販売する「にしめら米」の供給が不足しているため、不作

付地の作付け等により必要量の確保を目指す。 

（２）非主食用米 

現在のところ村内における作付けは見られないが、県内における需要は高まっている状

況であり、不作付地等を活用した作付けを推進する。 

（３）飼料作物 

 畜産農家の大半が水稲、野菜等の耕種部門との複合経営であり、一部の畜産農家では、

水田を利用し飼料作物を栽培していたが、現在は飼料作物の作付が減少している。経営コ

ストの削減と併せて、飼料作物の作付面積の拡大を図るため、生産性向上の取組について

支援を行う。 

（４）高収益作物 

地域で需要のある高収益作物「とうがらし」、「ゆず」に加え、令和元年度からは地域の

伝統野菜である「米良糸巻大根」、「イセイモ」、「こんにゃくいも」を地域重点作物として

位置づけ、産地交付金を活用して作付けの拡大を図っている。とうがらしは、村内加工業

者から原材料としての需要があり全量村内から確保したいとの意向があるが、不足するた

め半数近くを村外から調達している。ゆずは、村の特産品として栽培が続いているが、作

業性の悪い傾斜地に立地している園地が多いことから、高齢者でも栽培が継続できる平地

への改植を推進するため、改植先として水田の活用を推進する。「糸巻大根」、「イセイ

モ」、「こんにゃくいも」は、地域伝統作物の保全及び加工利用として栽培を行う。 

 

５ 作物ごとの作付予定面積等 ～８ 産地交付金の活用方法の明細  

別紙のとおり 

 


